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　本論文は，2010 年代以降日欧の自動車メー

カーで取り組みが進んでいる新モジュール化を

とりあげ，その部品取引関係への影響を国内部

品納入データを用いて定量的に検証するもので

ある。本論文が定義する「新モジュール化」と

は，複数の車種を一括して設計し，車種やセグ

メントを超えた部品共通化を図る取り組みを意

味する。

　本論文の概要は以下の通りである。まず第 1

節では，現在自動車産業では新たなタイプのモ

ジュール化が進展していることを指摘し，続く

第 2節では，新モジュール化が進む 背景を論じ

ている。車両設計の複雑化や製品ポートフォリ

オの多様化を進めつつ，コスト削減を両立させ

るという課題が浮上していることを指摘してい

る。その具体的な取り組みとして，トヨタの

TNGA，日産の CMF，マツダのコモン・アー

キテクチャ，フォルクスワーゲンのMQBをと

りあげ，その内容を解説している。

　第 3節では先行研究に依拠しつつ，以下の 3

つの仮説を導出している。すなわち，複数車

種を一括設計する部品共通化により，【仮説 1】

部品の価格は下落する，【仮説 2】上位部品企

業への集約化が進む，【仮説 3】自動車部品取

引のオープン化は進展しない，である。新モ

ジュール化は，設計段階においてセグメントを

跨いで複数の車種群を一括企画することから，

グローバルなまとめ発注が進み，発注側の価格

交渉力が上がるとともに，規模の経済も働くこ

とで部品納入価格が低下すると予想される。同

じく，まとめ発注は受注企業の集約化も進展さ

せることが予見される。一方で，幅広い車種に

共通して採用される部品の開発には，完成車

メーカーと部品メーカーとの緊密な連携が必要

となることから，製品アーキテクチャは，クロー

ズド・モジュラーになると考えられ，そのため

に部品取引関係のオープン化は進まないと予想

している。

　こうした概念的な準備に基づき第 4節におい

て，総合技研株式会社が刊行している 2007 年，

2011 年，2015 年の部品納入データを用いて，

企業別および品目別に納入関係の時系列の推移

を定量的に分析している。その結果，部品の品

目別価格は下落傾向にあること，部品取引の上

位メーカーへの集約化が観察されること，取引

企業数には変化がなく取引オープン化の動きは

見られないことを明らかにした。すなわち，上

記の 3つの仮説が支持されることを示した。

　先行研究（例えば，目代・岩城，2013；長島，

2013）は，自動車産業における新モジュール化

が完成車メーカーと部品メーカーの企業間関係

に影響をもたらすことを示唆していたが，定量

的データによる検証はなされていなかった。本

論文は，このリサーチギャップを埋めるもので

ある。このように本論文の意義は，第一に，部

品取引関係の変化を定量的に検証した点にあ

る。取引関係を測定する指標を操作化し，公開

データを用いることで，今後のさらなる追試を

可能とする基礎を作った。

　第二に，製品アーキテクチャのモジュラー化

は，一般に取引関係のオープン化をもたらすと

考えられるが，本論文では，共通部品の設計に



おいては企業間の擦り合わせが必要であること

から，むしろ企業間関係はクローズドな関係に

なることを予見した。定量分析でも，2007 年

以降完成車メーカーは，品目ごとの取引部品

メーカー数を増やしていないこと，逆に部品

メーカーも納入完成車数を増やしていないこと

を確認している。ただしこの点については，さ

らなる検証が必要になると考えられる。すなわ

ち，取引企業数に変化が見られない場合でも，

取引相手は変化している可能性がある。仮に取

引相手が柔軟に変化していれば（取引企業数に

は変化がなかったとしても），取引関係がオー

プン化していると見做すことは可能であろう。

　第三に，本論文は，新モジュール化における

取引関係の変化を時系列で分析した点に特徴が

あるが，今後のさらなる研究課題として，製品

アーキテクチャのライフサイクルを考慮した企

業間関係の変化の検証が必要になると考えられ

る。すなわち，モジュラーな製品アーキテクチャ

への移行期とモジュラーな製品アーキテクチャ

への移行が済んだ後の定着期とでは，部品メー

カーに求められる役割も異なり，その結果完成

車メーカーと部品メーカーとの企業間関係も異

なったものとなることが予想される。移行期に

おいては，クローズドであった企業間関係も，

定着期ではオープンになる可能性も考えられ

る。こうした変化の実証的な分析は，本論文の

みならず我々に残された研究課題と言えよう。
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